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滋賀の街道〔第10回〕

　高宮宿は慶長７年（1602）に徳川家康が高宮を伝

馬継所を定めたことにより宿としての歴史が始まる。

同年６月２日付で家康の奉行、伊奈忠次ら４名が高

宮宿中に宛てて出した伝馬定書（塩谷家文書）が現存

している。

　犬上川の北岸に位置する高宮は戦国時代にはこの

地を治める高宮氏の居城、高宮城があり（高宮小学校

付近）商人市も立っており軍事的、商業的にも栄えて

いた。
・ 近江中山道ガイドブック（近江中山道400年記念事業実行委員会）より

・ 通常総会報告……………… 2
・女性部会通常総会報告…… 3
・青年部会通常総会報告
・ 高校生の「建築甲子園」…… 4
・第２期一級・二級・木造建築士
 定期講習開催のご案内
・『2010びわこペーロン大会』
 参加者募集………………… 5
・第５回青年部会ゴルフコンペ
 報告
・DoシリーズNo.55
 デジカメによる建築写真の
 撮り方　報告 ……………… 6
・「建築士を探そう」netにお申込みを

・支部だより ………………… 7
 湖南支部・湖東支部・彦根支部・
 甲賀支部
・７月の暦 …………………… 8
・田中みきおさんの中米見聞録
　〈第８回〉
・新入会員の紹介
・滋賀の街道

中山道「高宮宿」



2

総会の後、盛大に開催された懇親会総会において会員表彰代表者へ表彰状が授与される。

　平成22年度通常総会が長浜市のグランパレー京岩にて開催されました。
　総会においては、㈳滋賀県建築士会平成21年度事業・収支決算報告、平成22年度事業計画・収支予
算案の並びに上程議案が承認されました。
　また、通常総会開催に先立ち、見学会と講演会が開催され「長浜市中心市街再生事業計画2009」に基
づき実施された町家修復再生の実例見学と「長浜らしい歴史文化を継承する美しい街並みの形成と時代の
変化に合わせた商業機能の導入、ライフサイクルの創出」についての講演会が開催され54名の参加会員に
は大変有意義な見学会となりました。
　また、総会に引き続き開催された懇親会では、御来賓、各業界代表者、賛助会員の皆様にもご参加を頂
き総勢113名の盛大な会場では参加者各位の意見交換が図られ、盛会裏に終了いたしました。
　尚、今回の総会、見学会は湖北支部の皆様のご協力により開催する事が出来ました。湖北支部役員の皆
様大変ご苦労様でした。

通常総会会場において、山本会長の開会あいさつにて総会が始まる。

開 催 日 時 平成22年５月29日㈯
見 学 会・ 講 演 会 12：45～14：15　長浜市内、長浜曳山博物館
総 会・ 懇 親 会 15：00～17：00
開 催 場 所 グランパレー京岩

平成22年度　通常総会　報告
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2010年５月15日㈯ Doシリーズ54 佐川美術館茶室見学・交流会
2010年５月29日㈯ 全員会議（総会） 新年度事業計画・予算
2010年６月８日㈫ Doシリーズ55 デジカメ講習PART３
2010年６月26日㈯ 「建築士の日」フェスティバル 彦根
2010年７月16日㈮・17日㈯ 全建女研修参加 東京大会
2010年９月７日㈫ Doシリーズ56 デジカメ講習PART４
2010年９月18日㈯ 近建女合同見学会 奈良県
2010年10月22日㈮・23日㈯ 全国大会 佐賀大会
2010年11月20日㈯ 近畿建築祭 長浜・彦根
2011年１月 Doシリーズ57 建築講習会
2011年３月 女性部会20周年記念事業

平成22年度　事業計画

女性部会 平成22年度　女性部会通常総会開催　報告

青年部会 平成22年度　青年部会通常総会　報告

　去る５月29日㈯に、平成22年度 青年部会通常総会が長浜市曳山博物館 伝承スタジオにて、開催されま
した。
　本総会には、青年部会員25名の他、山本会長をはじめ来賓の方々、青年部会OBの方々にもご参加頂き
ました。
　今年度は１期２年目ということで、役員改選はなく、新委員及び組織表の発表・近建青出向委員の変更
等の報告事項の後、前年度の事業報告及び収支決算報告・今年度の事業計画 及び収支予算 が議案
として提出され、議事の結果、原案通り承認となりました。青年部OBの方からの激励の言葉もいただき、
今年度で35周年を迎えた青年部会は、諸先輩方の築いてこられたものを糧として、青年らしく活発な活動を
行いたいと思います。
　青年部会では今年度も、各支部で開催の運営委員会をはじめ、ベニヤドーム等や小学校総合学習参画と
いった対外事業、あーき塾や研修旅行といった研修事業、びわこペーロンや家族親睦・親睦ゴルフといっ
た親睦事業を行っていきます。青年層の方々にたくさん事業に参加していただける様に、企画・運営を行っ
ていきたいと思いますので、ご参加よろしくお願いします。

女性部会 部長 中本美栄子
　平成22年度女性部会通常総会を井島副会長同席のもと本会総会に先立ち
開催いたしました。
　総会では平成21年度事業報告並びに平成22年度事業計画案が上程され、
満場一致により原案どおり承認されました。
　現在60名の女性会員の皆様がおられます、諸川相談役の「しなやかではあ
るけれども地に足を着け、それぞれの持つ情報を少しずつでも共有し、語り合
いの出来るような活動」を目指して今後事業企画を進めて行きたいと考えており
ます。
　『顔の見える建築士会』を目指して、横のネットワークを少しずつでも前に進
めて繋がってゆきたいと思います。
　これからも男女を問わず企画運営や事業参加をお願いいたします。

諸川相談役より女性部会創設当時のお
話を伺う。20年前、全国女性連絡協議
会発足に協調し滋賀県建築士会におい
ても女性部会が設立されたこと、そして、
当時も今も「女性は、柳の如くしなや
かに、そして強靭に、女性から発信す
ることの意義は大きい」とのお言葉を頂
きました。

開 催 日 時 平成22年５月29日㈯　11：00～11：30
開 催 場 所 長浜市曳山博物館　伝承スタジオ
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ゆ めを ・ 希 望 を ・ 未 来 をみ ん なで つくる

主 催 社団法人　日本建築士会連合会・都道府県建築士会 後 援 社団法人　日本工業高等学校長協会

詳しくは ㈳日本建築士会連合会 http://www.kenchikushikai.or.jp/news/2010-05-10.html　まで

　平成20年11月28日に施行された新建築士法の規定により、建築士事務所に所属する一級・二級・木造
建築士に対し、それぞれ定期講習を３年ごとに受講することが義務付けられています。なお、経過措置とし
て、平成24年３月31日までに最初の定期講習を受ければいいこととなっていますが、開催回数と定員に限り
がございますので、早めの受講をお願いいたします。

第２期 一級・二級・木造建築士
定期講習未受講の方へ

平成22年度

◆開 催 日：平成22年９月22日㈬
◆開 催 場 所：ビバシティ彦根　彦根市竹ヶ鼻町43‒1
◆定 員：180名
◆配布・申込期間：平成22年５月31日㈪～７月30日㈮
◆配布・申込時間：午前９時30分～午後４時30分
◆配布・申込場所：㈳滋賀県建築士会事務局
◆講習の時間割《予定》

＊期間中であっても、申込書の配布部数が予定枚数に達した場合、配布および受付を終了します。
＊ 郵送による受講申込の受付は一切致しません。受講申込書関係書類の記入内容の確認を行いますので、
必ず滋賀県建築士会へご持参下さい。（代理可）

お問い合わせ ㈳滋賀県建築士会事務局　TEL.077‒522‒1615

◆配 布 価 格：無　料（受講申込者１人に１部）
　郵送での配布については、「定期講習受講申
込書希望」と明記の上、送付先住所・氏名を
記入したＡ４サイズの封筒に（１部希望の場合）
140円切手を貼ったものを、㈳滋賀県建築士会
へ郵送して下さい。

◆受講手数料：テキスト代を含む15,750円
（内消費税 750円）

時　　間 項　　目 内容
9：00～ 9：30 受　　　　　　　　　　　付
9：30～ 9：35 受講説明 ・講習概要の説明、注意事項の説明

9：35～15：55 講　　義 ・建築物の建築に関する法令に関する科目
・設計及び工事監理に関する科目

16：20～17：20 修了考査
（テキスト持込可）

一級建築士 ・建築物の建築に関する法令に関する科目・設計及び工事監理に関する科目 40問、正誤方式

二級建築士
・建築物の建築に関する法令に関する科目
・ 建築物（法3条に規定する建築物を除く。）の設
計及び工事監理に関する科目

35問、正誤方式

木造建築士
・木造の建築物の建築に関する法令に関する科目
・ 木造の建築物（法3条及び3条の2に規定する建
築物を除く。）の設計及び工事監理に関する科目

30問、正誤方式

　今秋、建築教育課程のある工業高校・高等学校を対象とし、教員が監督、同校在学生を選手としたチー
ム編成でのコンペを募集します。
　課題は「家族や兄弟と、あるいは一人で暮らす住まい」です。
　応募された作品は、先ず、県大会予選（都道府県建築士会単位での審査）を行います。県大会予選で
選抜された作品が全国選手権大会（連合会の審査）へ提出されます。
　滋賀県建築士会でも県内の対象の工業高校・高等学校に依頼を行っています。
　高校生の情熱と技に魅せられる野球の甲子園。それに負けない “地域のくらし” への熱い情熱と新鮮な
提案をご期待ください。

高校生の
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　「びわこペーロン大会」みなさんご存知でしょうか？
　今年もまたそんな季節が近づいてきました。建築士
会も今回で５回目の参加となります。
昨年までは、もう少しのところで表彰台に上がれず、く
やしい思いをしてきました。
今年の秘策は《皆さんのパワー》です。
　漕ぎ手・応援・その他？に来ていただき、皆さんの
パワーを貸してもらえませんか？
　当日は、琵琶湖でバーべＱを楽しみながら、ドラゴ
ンボートでの『熱いレース』を通じて、若さみなぎる『熱
い夏』を皆で体感しましょう！ 
　参加希望の方は、㈳滋賀県建築士会事務局までご
連絡をお願いします。

開催日時 ８月21日㈯　7：00～
集合場所 大津市湖岸なぎさ公園　サンシャインビーチ
参 加 費 ２,000円
連 絡 先 ㈳滋賀県建築士会事務局　077‒522‒1615

『2010びわこペーロン大会』参加者募集‼

　６月19日㈯に第５会青年部会ゴルフコンペを富士スタジアムゴルフ倶楽部　南コースにて開催致しました。
　当日は梅雨の時期もあり雨が心配されましたが、小雨は途中降ったものの何とかお天気は持ち,５組18名
の青年層の仲間がプレーを楽しみました。
　プレー後のパーティでは、成績発表で盛り上がり、少しの時間でしたが交流の場として親睦を深めて頂き
ました。
　その中で会員の誘いで来て頂いていた方が「士会に入会したいと思います」と入会を希望して頂いた方も
いて、初めて青年層だけでのコンペでしたが大変有意義ではなかったかと思います。
　参加して頂いた皆様ありがとうございました！
　次回は秋に開催予定です。皆様のふるっての参加お待ちしています！！

青年部会 第５回青年部会ゴルフコンペ　報告
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　６月８日㈫大津市木戸にてデジカメ講習会「実習PART３」が、
参加者８名（会員７名、会員外１名）にて実施されました。今回は、
伝統工法で建てられた住宅を被写体にして、デジタルカメラの持つ
機能についての学習でした。
　露出補正、ISO感度、ホワイトバランスと、カメラに精通した人
のみが使用するのだろうと思っていた単語が交わされる中、ちょっ
と不安な始まりでしたが、デジタルカメラにも搭載されている機能
で、それぞれの機能の特徴と共に、通常のカメラよりも操作しやす
いことを学びました。
　講義を受けた後は、ファインダーに表示される三分割を利用して
バランスの良いアングルを構成し、学んだばかりの知識を駆使して
被写体に挑戦。これぞ！と思う１枚をプリントアウトし、参加者全員
の写真を、講師である松居氏が解説と評価を加えてくださいました。
　同じアングルでも縦の構図と横の構図ではイメージが大きく変わ
ること、構図に近・中・遠の要素を入れると奥行き感が出せること、
等々、学ぶ事は沢山あり、カメラの奥深さを認識させられました。
　また、被写体として使用させていただいた住宅も、興味深い建
物で、とても充実した内容の講習会でした。そして、自分の持つ簡
易なデジカメがいとおしく思えた一日でもあり、次回の講習会への
期待が膨らみました。
　さて、その次回は９月７日大津の建設会館にて「デジカメによる
建築写真の撮り方PART４」を行います。パソコンに取り込んだ写
真を、画像ソフトを利用してより効果的に表現できる技術を学びま
す。補正の方法は必見かも知れません。最終段階の講習会です。
今まで参加できなかった人や途中抜けてしまった人もぜひご参加く
ださい。自分の撮った写真がグレードアップしますよ。

女性部会 ＤoシリーズNo.55　デジカメによる建築写真の撮り方　報告

被写体に自宅を提供して下さった林さんも講義に参加

今回の被写体となっ
た伝統構法の家
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湖南支部

　「牛にひかれて善光寺まいり」の善光寺は信州長野の有名な
お寺で、全国各地に善光寺とう名前のお寺がたくさんあるそうで
すが、栗東市にも新善光寺があるのはご存知ですか。新善光寺
の本尊は信濃善光寺の一光三尊阿弥陀仏の分身を秘仏として
安置し鎌倉時代に創建され、多くの信仰を集めているお寺です。
又これとは別に客殿仏間に安置されている来迎印を結ぶ阿弥陀
如来像は高さが98センチほどで鎌倉時代から南北朝の作風を示
し、国の重要文化財に指定されているそうです。毎年春と秋の
彼岸には盛大な法要が営まれ、多くの参詣者と出店で賑わいま
すので、ぜひ一度立ち寄ってみてはどうですか。

栗東にもあります　善光寺（新善光寺）
　平成22年度　社団法人 滋賀県建築士会彦根支部通常総会
と講習会「建築確認手続きの運用改善について」が去る５月22
日にマリアージュ彦根にて開催されました。
　講習会では、講師として彦根市都市建設部建築指導課審査
指導係長の藤田浩様に、建築確認手続き等の運用改善につい
て説明をしていただきました。
　通常総会では菊川支部長の挨拶の後、ご臨席賜りました山本
会長にご祝辞を頂戴いたしました。１号議案から順次、川地副
支部長と紀伊会計監事より説明があり、５号議案まで満場一致
で承認されました。
　総会終了後は引き続き懇親会が行われ、大いに盛り上がり、
これからの事業に彦根支部が一丸となってがんばらなければと感
じられる懇親会になりました。

彦根支部
彦根支部総会を開催しました

　湖南市立青少年自然道場から、林道を登ると『三雲城址』の
石碑がある。林の中へ進むと築城当時（1480年代）甲賀郡内一
の山城の規模ではないだろうか、登り道脇の石には六角氏家紋
の四つ目の紋が刻まれており、遠い歴史をかんじます。そして井
戸跡が残る曲輪があり、全山至る所に削平地と石垣、石段が確
認される。又頂上近くには地元で『八丈岩』（写真）と呼んでい
る巨岩があります。この城は観音寺城主（安土町）、近江守護
　六角高頼が甲賀五十三家の武士、三雲新左衛門典膳に命じ
て築かせたとあります。六角高頼が足利幕府に反旗を翻し、将
軍　足利義尚が六角討伐の軍勢を率いて、栗東市の下鈎に陣
を置いた、この戦役を『鈎の陣』（1487年）と呼ぶ。この時既
に六角氏は観音寺城を逃れ、三雲城に陣を張り、三雲氏ともど
も甲賀五十三家の武士団は鈎の陣に夜襲（奇策）するなどして
散々に幕府軍を悩ました。その行動が全国的に広まり、甲賀忍
者が有名になった一因でもある。頂上近くの八丈岩のところでは、
湖南市の市街地が一望できます。毎年11月には、三雲城ウオー
クラリーが開かれます、皆さん参加されてはいかがでしょうか。

甲賀支部　小島　道雄　

甲賀支部
三雲城址（湖南市吉永地先）

支部だより

湖東支部

　開催日時：平成22年４月24日㈯　15：30～
　開催場所：㈶滋賀県婦人会館「研修室」
　４月24日㈯、㈶滋賀県婦人会館「研修室」において、平成
22年度の通常総会を、小倉副会長を来賓に迎え開催いたしま
した。
　総会は委任状を含め89名の参加があり、平成21年度事業報
告、決算報告、平成22年度支部方針、事業計画、予算案等満
場一致で承認を頂きました。
　支部会員の動向につきましては、会員増強も含め参加者の方々
から建設的なご意見を頂き、青年部・女性部事業への協力を含
め若年建築士の入会獲得に会員が一致協力することを確認頂き
ました。
　また、本年度の支部方針で「他支部および建設関係団体との
連携」を揚げさせて頂きました。支部単独事業としては実施に
躊躇する事業も他支部に情報発信をして合同事業で開催出来な
いかと思っております。

平成22年度 湖東支部通常総会開催

［支部行事予定］
８月７日㈯ 14：00～ 於：滋賀県婦人会館（近江八幡市）

講習会　 シリーズ「住宅を一から考える」
　　　　第１回：地盤調査

９月４日㈯ 10：00～ 於：高取山ふれあい公園（多賀町）
家族会　バーベーキュー大会

（彦根支部さんとの懇親検討中）
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7月 の 暦  

衆参同日選挙も真っ青の総選挙　voto

　５月16日に国会議員の上院32名と下院150名、日本ならさしずめ衆参同日選
挙が行われた。さらに同じ日に各自治体の首長選挙（市長や町長である）。そ
して市議会議員選挙も併せてである。総勢4036名の国会議員に地方議会議員
そして市長等が誕生した。数日前からの選挙運動はお祭り騒ぎであった。カラ
フルな旗やポスターとともに各地で宣伝活動が活発に行われた。
　大統領や特別区の市長等、多数派を占めるのはＰＬＤ（ドミニカ解放党）で
紫色、対立するのはＰＲＤ（ドミニカ革命党）で白色である。投票はユニークだ。
各候補の顔写真があるので、自分が支持する候補者に×印を付けて支持もしく
は投票の意思表示をする。識字率が高くない国ならではの工夫がみられる。因
みに選挙権は18歳以上である。軍隊関係者は投票できない。
　特に今年の選挙は、４年の任期が特例で2016年までの６年の任期となるから
皆必死であった。さて、気になる投票率は、翌日の新聞によると50％程だった。

田中みきおさんの中米見聞録   田中みきおさんの中米見聞録   第8回  ドミニカ通信 

　高さ11ｍ、柱の直径1.2ｍ、柱間およそ8ｍの明神型のもの。ここから多賀
大社までの３㎞、その参道としての多賀道が続き昔は20ｍごとに石灯籠が並
んでいたという。現在もその一部が残っている。この鳥居は寛永12年（1635）
頃に多賀社復興を手がけた多賀不動院慈性によってそれまでの木造の鳥居に
代わって建て直されたもので県下の石の鳥居としては古式で最大のもの。 
・近江中山道ガイドブック（近江中山道400年記念事業実行委員会）より

多賀大社の一の鳥居多賀大社の一の鳥居（高宮宿）

新入会員のご紹介 

24 土 赤口

25 日 先勝・一級建築士試験〈学科〉・木造建築士試験〈学科〉
26 月 友引
27 火 先負 継続能力開発委員会
28 水 仏滅

29 木 大安 まちづくり委員会情報広報委員会
30 金 赤口
31 土 先勝

1 木 赤口
2 金 先勝
3 土 友引
4 日 先負 二級建築士試験〈学科〉
5 月 仏滅
6 火 大安
7 水 赤口 情報広報委員会
8 木 先勝
9 金 友引
10 土 先負
11 日 仏滅
12 月 赤口

13 火 先勝 青年部会運営委員
14 水 友引 構築・連携特別委員会

15 木 先負・四役会・四役・委員長会議
16 金 仏滅 全建女連絡会議
17 土 大安
18 日 赤口
19 月 先勝 海の日
20 火 友引
21 水 先負
22 木 仏滅
23 金 大安

支部 氏　名 住所

大 津

石原　玲二 向 日 市
大谷　泰一 大 津 市
大平　政博 大 津 市
加藤　淳一 大 津 市
前島由美子 草 津 市 平成22年６月理事会承認分

支部 氏　名 住所
湖 南 山下　詠子 栗 東 市
甲 賀 山添　庄平 蒲 生 郡
湖 北 森　　厚史 長 浜 市

大きな看板が街のあちこちに見られた。市
長候補者である。

投票用紙である。政党によって色分けが
してある。


